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第3回　  英語が国際ビジネスの公用語
さか い とし のり

酒井 ITビジネス研究所 代表　酒 井　寿 紀

外国人との話は英語が常識

　私は1995年に業界団体の一員と

して東南アジア諸国を訪問しまし

た。インドネシアでは、スドモ提

督という、当時のスハルト大統領

の最高諮問委員会の議長をされて

いた方の話を聞きました。このと

き、インドネシア語の通訳が同行

したのですが、提督は英語で話し

ました。そこで、英語をインドネ

シア語に通訳し、それをまた日本

語に通訳するという珍妙なことに

なりました。そのため大変時間が

かかり、細かいところで話が混乱

しました。英語の原稿が配布され

ていたため、初めは準備された英

語の原稿を読んでいるだけなのか

と思っていましたが、話の途中で

咳払いして、「カラオケの歌いすぎ

で喉がかれてしまって」と英語で

言い、質疑応答も英語でした。

　また、調整大臣という、省庁間

を調整する、大統領と大臣の間の

位置づけの人の話を聞きました。

この人は原稿なしに英語で話しま

した。

　ジャカルタのホテルでパソコン

を使おうと思ったら、ホテルのコ

ンセントとが、私が海外出張時に

いつも持参している4種類のプラ

グのどれとも合いませんでした。

困っていると、元海軍大佐だった

という人が、自ら車を運転して

ジャカルタの秋葉原のような街に

連れて行ってくれました。この人

は車の中で、自分は今カリマンタ

ン（元のボルネオ）で金鉱を掘って

いるのだと流暢な英語で話しまし

た。

　また、サリム財閥の社長の話を

聞きましたが、この人も原稿なし
とうとう

に英語で1時間以上滔々とサリム

財閥の現状を説明しました。話の

途中で「catalyst（触媒）」という言

葉を使い、通訳がちょっと詰まる

と、即座に「bridge」と言い換え、

頭の回転の速さも気配りもたいし

たものだと感心しました。

　マレーシアでも会議はすべて英

語でした。マレーシアは元英国の

植民地だけあって、みんな英語が

上手で、英語で話し出すと通訳が

いることなど忘れていつまでも話

し続けるので困りました。外国人

と英語で話すときは普段通訳など

いないのでしょう。

　これらの国では、最新の海外情

報は英語でしか入手できないこと

が多く、常時英語を使っているので

しょう。現地の人に聞いた話では、

英語ができないと役所でも企業で

も偉くなれないとのことでした。

　外国人との話で英語が一般化し

ているのは東南アジアに限りませ

ん。韓国人の高齢な人には日本語

が話せる人が多く、日本語で話が

できました。しかし若い人は一般

に日本語ができず、そのかわり英

語ができる人がいるので、そうい

う人とは英語で話しました。

　ドイツ人、イタリア人などヨー

ロッパの人とは、仕事のときも食

事のときも英語で話しました。イ

タリアなどの町では、以前はあま

り英語が通じませんでしたが、最

近は公共機関の窓口の女性やウェ

イトレスに英語を話す人が増えて

いるようです。私が行ったあるレス

トランでは、年取ったウェイターは

外国人と見ると逃げ回っていまし

たが、若いウェイトレスはてきぱ

きと英語で応対していました。

　このように、どこの国でも外国

人と話すときは英語を使うのがご

く普通になっています。

外国人の英語

　ヨーロッパの会社の人は、一般

的にわれわれよりはるかに英語が

上手でした。そのため、話がよく

わからないときは、私の英語力が

足りないためだと思っていました。

しかし、よく聞いていると、その

ためだけではないことがだんだん

わかってきました。

　あるとき、ドイツ人と食事をし

ていて魚の話になりました。する

とその人は「sweet water」という言

葉を口にしました。初めは何かと

思いましたが、これはドイツ語の

「Suesswasser（淡水）」をそのまま英

語にしたのです。英語では「淡水」

は普通「fresh water」です。またあ

るとき、その人は「outlander」と言
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いましたが、これはドイツ語の

「Auslaender（外国人）」をそのまま

英語で置き換えたのです。英語で

は「外国人」は普通「foreigner」で

すが、この言葉が思い浮かばな

かったのでしょう。

　また、あるイタリア人が、「ハイ

ガー！」、「ハイガー！」と言うので

何かと思ったら「higher」のことで

した。腕を上にあげて叫んだので

やっと分かりました。またこの人

は、「talk（話す）」と言えばいいとこ

ろで「dialog」という難しい言葉を

使い、面食らったこともあります。

　こういう英語（？）をどんどん使

われたらたまったものではありま

せん。しかし、細かい文法上の誤

りどころか、このような普通英語

では使わない言葉を使ってでも、

何とか意思を伝えようとする姿勢

には学ぶべき点が多いと思います。

ドイツ製英語やイタリア製英語が

堂々と（？）通用しているのが現実

ですから、和製英語をあまり恥ず

かしがることはないでしょう。

インターネットの世界では

　ヨーロッパの美術館や博物館へ

行くと、よく数か国語のガイド

ブックを売っています。そういうと

ころでは、たいてい日本語のもの

もあります。20年以上前のことで

すが、ドイツのマンハイムの駅前の

案内所で、マンハイムの地図がな

いか聞いたところ、何と日本語版

の案内をくれたのには驚きました。

　しかし、インターネットの世界

はちょっと違います。ウェブで外

国語の案内を用意していても、英

語だけのことが多いようです。た

とえば、私が行ったことがあると

ころでも、パリのルーブル美術館、

フィレンツェのウフィッツィ美術

館、マドリッドのプラド美術館、ド

イツのノイシュヴァンシュタイン

城などの案内は、すべて自国語と

英語だけです。ドイツのハイデル

ベルク城は7か国語の案内を用意

していますが、こういうのはむし

ろ例外のようです。

　こういう状況なので、英語さえ

わかれば、ウェブで海外のかなり

の情報を入手することができます。

逆に英語ができなければ、海外の

ウェブを利用することは一般に困

難です。インターネットの世界で

は英語が事実上の公用語になって

いるのです。

英語を第二言語に

　われわれ非英語圏の者にとって、

英語が全世界で実質上の共通言語

として使われているのは残念なこ

とです。しかし、今や日本語やほか

の言語がその役割を取って代わる

ことは考えられません。そして、共

通言語はないよりあった方がやは

りいいでしょう。したがって、しょ

せん言語は道具に過ぎないと割り

切って英語を身につけるのが、今

や現実的なのではないでしょうか。

　政治、経済、学術などすべての面

で、小国ほど外国との関係が大き

い比重を占めます。そのため、小国

の人ほど英語を使う機会が多く、

英語が上手なように思います。スペ

インからポルトガルに入ったとき、

レストランのウェイターもお土産屋

のおばちゃんも、スペイン人より

ポルトガル人の方が英語がうまい

ように感じました。外国への依存

度がより高いためでしょう。これ

らの国では英語が事実上第二言語

になりつつあるように思います。

　不幸にして日本は大国で、日本

に住んでいる限りあまり英語を必

要としません。そのため、意識的

に英語の第二言語化に力を入れな

いと、日本人の英語力は向上しな

いと思います。今までも、日本は

それなりに英語教育に力を入れて

きましたが、それはあくまでも外

国語としてです。外国語としての

英語の勉強では、英語の習得自身

が目的です。しかし、第二言語と

して身に付けるというのは、まっ

たく違って、日本語と同じように、

情報を入手し、それを記憶し、そ

れを伝える手段として、英語を使

えるようになることです。つまり、

英語の習得は最終目的ではなく、

英語は目的を達成するための道具

なのです。道具を完全に身につけ

るには若いうちから常時使うしか

ありません。東南アジアなどの

人々がわれわれよりずっと英語が

上手なのは、英語を使わざるを得

ない環境にあるからだと思います。
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